
 

 

 

 

「農協改革・その狙いと本質」 
－中央会制度を中心に－   

 
６月に決定された「規制改革実施計画」には中央会の新たな制度への移行、全農・経済

連の株式会社化、信用事業における単協の中金・信連の代理店化などが示され、現在、政

府はこれに基づいた関連法案を次期通常国会に提出する準備を進めています。 

その中で最近のとくに注目すべき特徴は中央会に焦点を当て、その改変を突破口に農協

改革を進めようとする動きがみられることです。いうまでもなく、このことは現在の農協

組織全体に重要な影響を及ぼすものです。 

今回の研究会ではこうした動向をふまえ、その対応を考えるために開催しました。 

多数の皆さんの参加による積極的な討議を心より期待しています。 

 

 

 

 

○日 時：２０１４年１２月６日（土）午後１時３０分～５時 

○場 所：日本橋公会堂 第３洋室（２階） 

東京都中央区日本橋蛎殻町１丁目３１－１ 

（ＴＥＬ：０３－３６６６－４２５５） 

（会場への案内は裏面参照） 

○参加費：会員は無料。会員外は５００円（資料代）。 

参加者は事前に申し込んで下さい。（申込みなしでも参加可） 

       なお、研究会終了後、懇親会を予定していますのでご参加下さい。 

（会費５,０００円）。 

【報 告】 

Ⅰ「ＪＡグループの自己改革について」     

ＪＡ全中 ＪＡ改革対策部部長 山下富徳氏 

Ⅱ「誇れる日本復活戦略の軸としての中央会」 

ＪＡ新ふくしま 代表理事組合長 菅野孝志氏 

【司 会】 

   梶井 功氏（東京農工大学名誉教授・農業協同組合研究会会長） 
  

＜問い合わせ・参加申込み＞  農業協同組合研究会 事務局 

〒103-0013 東京都中央区日本橋人形町 3-1-15 藤野ビル（農協協会内） 

ＴＥＬ：03－3639－1121  ＦＡＸ：03－3639－1120 

Ｅメール：nokyoken@jacom.or.jp 

農業協同組合研究会 第２１回研究会 



 

 


